
中学校制服について 
かわら版 第１号 

 

❀ 「かわら版」の目的 

春日井市立の中学校では、長い間、詰襟
つめえり

（学ラン）・セーラー服を制服としています。しかし、

最近は夏がかなり暑くなったり、男女にかかわらず自分に合った服装を選ぶことが主流になっ

ていたりすることから、これまでの制服では対応が難しい場面もあるようです。 

そこで、教育委員会では、誰もが快適な学校生活を送れる制服について考えています。そして、

ぜひ、制服を実際に着るみなさんと一緒に考えていきたいと思っています。そのために、制服に

ついて検討していくようすなどを、この「かわら版」を通して、児童生徒の皆さんや、保護者の

皆様にお知らせしていきますので、みなさんも自分ごととして考えて、おうちの方と一緒にさま

ざまな意見を教えてもらえるとうれしいです。 
 

中学校制服に関する意識調査を実施しました！ 
① 中学校へは制服で通いたいか      ① 中学校には何らかの制服があった 

                     ほうがよいと思うか 

 

  

  

 

  

  

 

 

② 中学校制服を見直すことについてどう思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ これまでの制服はそのままに、新たな制服を加え、選択肢が増えることをどう思うか 

 

 

  

 

 

 

 

❀❀❀ お願い！ ❀❀❀ 

中学校の制服についてご意見をお

寄せください。 

☛ 市教育委員会までお願いします 

FAX：85－0991 

Mail：gakko@city.kasugai.lg.jp 
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   これからどうなる？制服 
その１  

アンケートの結果を踏まえ、令和３年８月18日開催
かいさい

の教育委員会定例会におい

て、全教育委員の総意によって、「中学校制服について、これまでの詰襟
つめえり

・セーラ 

ー服に加えて、ブレザータイプ等の制服を新たに選択できるようにするために、 

具体的な検討に入ること」を決定しました。 
 

その２ 

令和３年11月９日に、新制服の導入に向けた専門的なサポートをしてもらう制 

 服メーカーを、プレゼンテーションによって、㈱トンボ、名古屋菅公学生服㈱、松 

 永㈱の３社に決定し、具体的なデザイン・形状等について検討しています。 

 

その３ 

  新制服の導入時期は、令和５年４月を予定しています。新制服導入後は、これま 

での詰襟
つめえり

・セーラー服、そして新制服の中から、好きな制服を選択することにな 

ります。（現時点では、いずれかの制服に一本化することは考えていません。） 

 

市のホームページに検討のようすを掲載しています。 
市のホームページ（http://www.city.kasugai.lg.jp/）トップページ中段の「サイト内検索」 

から「中学校の制服について」で検索してください。 
 

令和３年 1２月７日発行 
春日井市教育委員会学校教育課  

FAX：８５－０９９１ 
Mail：gakko@city.kasugai.lg.jp 

１ アンケート分析（反対意見） 
○生徒の回答にある、「制服がないほうがよい」との声について 

 ・ 主な意見は、「①私服がいい」、「②体操服やジャージで充分」などでした。また、①の

意見の中には、テストや式典の場面では制服がいいという意見もありました。そこで、

新制服導入を、制服の意味や価値などを学び、考える機会ととらえて、みなさんと一緒

に新制服を作り上げたいと考えています。また、制服を着る場面や着方なども見直す機

会として、見直しを進めたいと考えています。 

○保護者の回答にある、「制服の見直し・新制服導入に反対」との声について 

 ・ 主な意見は、「新しく買いなおすのは経済的負担感が大きい」などでした。これまでの

制服も利用可能なので、必ずしも新制服購入の必要性があるわけではないこと、また、

新制服の価格については、これまでの制服と同程度となるように工夫していきます。 

２ アンケート分析（これまでの制服の課題） 
・ 気温に合わせて調節ができない ・ 動きにくい、きゅうくつ、着心地が悪い 

 ・ 夏場は体操服登校ができるため、制服を使うことが少ない 

 ・ 女子のパンツスタイルがない などが課題として多く挙がりました。 

 ⇒これらの課題を解消する新制服の導入とともに、制服のあり方（例えば、夏服はどうす

べきか等）も併せて検討することで、誰もが快適な学校生活が送れる経済的な制服の実

現を目指していきます。 


